
H27当初予算案及びH26.2月補正予算案における主な事業

※予算額の後の（ ）は、H26当初予算との対比

※［補正］は、H26.2月補正

Ⅰ 地方創生・人口減少対策

１ しごとをつくり、安心して働けるようにする

（１） 商工業・観光振興

○ ＩＴ産業の振興 401百万円（＋201百万円）

・専門高校・専門学校とＩＴ企業の連携による共同企画講義

・首都圏のＯＳＳコミュニティのミーティングを県内に誘致【新規】

・県内ＩＴ企業と都市部のＲｕｂｙエンジニアとの交流【新規】

・Ｒｕｂｙを活用した国内外への情報発信（グランプリ、甲子園）【新規】

・ソフトウェア系ＩＴ研究開発支援の強化【新規】

○ ソフト系ＩＴ産業の企業誘致 194百万円（＋56百万円）

・新規立地に係るオフィス賃料、航空機利用費や人材確保・育成費等を助成

・県外ＩＴ技術者の誘致及び開業支援【新規】

○ 企業立地助成制度 2,467百万円（＋207百万円）

・県外からの企業誘致や県内既存工場等の設備投資・雇用創出を助成

・中山間地域での雇用維持のため、市町村と協調して企業の設備投資を助成

【新規】
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○ 観光総合対策 668百万円（＋13百万円）［補正含む］

・「神々」と「ご縁」をキーワードとした情報発信や観光商品づくり支援

・若者を中心に全国的に人気の高いタレントをイメージキャラクターとしたご縁

の国しまねプロモーションを展開【新規】

・貸切バスツアーへの助成【新規】

・石見地域への誘客対策（ＮＨＫ大河ドラマを契機とした隣県連携や三江線沿線

での観光キャンペーン）【新規】

・隠岐世界ジオパークを活用した隠岐地域への誘客対策

○ 外国人観光客の誘致対策 105百万円（＋26百万円）

・観光施設等への公衆無線ＬＡＮスポット整備の支援

・境港の大型クルーズ船誘致のための受入体制整備とプロモーション強化

・東南アジア（タイ）に現地情報発信拠点を設置【新規】

○ 隠岐世界ジオパークの活用の推進 50百万円（＋35百万円）［補正含む］

・ジオパーク推進協議会への支援（ガイド養成・広報・ＰＲ等の特別対策）

・県民向け広報の強化

・小中学生の隠岐体験学習【新規】

○ 航空機を利用した観光客の誘致対策 176百万円（＋38百万円）［補正含む］

・県内３空港での旅行商品造成支援、ＰＲ、閑散期対策等

・萩・石見空港の東京線２便体制の維持に向けた特別対策

・出雲空港の名古屋線の新規開設を支援【新規】

○ 産業人材の育成・確保 38百万円（前年度同額）

地域の産学官連携組織における企業・学校等が連携したキャリア教育の支援
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○ ものづくり産業の生産力・受注力強化 236百万円（＋36百万円）

・国内成長産業への参入等による受注機会拡大を見据えたものづくり企業の設備

投資等の助成

・海外展開企業の支援のための現地支援拠点の運営

○ ものづくり産業活性化プロジェクト 369百万円（＋36百万円）［補正含む］

・企業の技術革新や取引拡大のための試作開発や技術開発を支援

・安来市周辺に集積する特殊鋼産業による航空機・エネルギー関連分野等、成長

産業への参入に必要な試作開発等の支援

○ ヘルスケアビジネスの創出 60百万円【新規】

「健康」をキーワードに、医療・福祉・農商工・ＩＴ等の分野が連携した新たな

ビジネス創出の取組をモデル的に支援

○ 石州瓦産業の基盤強化 57百万円（前年度同額）

・業界が一体となった販路開拓、生産技術開発、新製品開発の取組の支援

・新築、購入住宅への石州瓦使用に対する助成

○ 食品産業の総合支援 67百万円（＋14百万円）［補正］

・国内販路の一層の拡大等を目的とした品質・衛生管理体制のレベルアップの支

援【新規】

・展示商談会への出展やインターネット販売を支援

○ 輸出拡大支援プロジェクト 35百万円（前年度同額）

輸出向け商品の開発など輸出展開や販路拡大に対する取組の支援
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○ 浜田港ロシア貿易発展プロジェクト 16百万円（前年度同額）

コンテナ及び中古車輸出の貨物船の安定運航とロシア全土を視野に入れた市場

開拓によるロシア貿易の拠点港化の促進

○ 中小企業制度融資

・融資枠650億円の確保

・円安等対策資金（融資枠250億円）の創設【新規】

○ 中小企業の経営力強化のための重点支援 193百万円（＋14百万円）

・地域企業の育成、再生・事業承継など事案に対応した的確な対応を図るため、

経営安定支援専門員や経営力強化アドバイザーを派遣

・経営状況が厳しく、地域経済に影響を及ぼす企業に対し、経営革新計画に記載

した商品開発、販路開拓、技術習得等の取組を支援

○ 地域商業の維持活性化 68百万円（前年度同額）［補正］

・小売店等の開業等支援の対象に事業承継の場合を追加【新規】

・市町村が認めた買い物不便対策案件については、中小企業に限らず支援

【新規】

・食料品等の移動販売に必要な車両の購入費用等の助成

○ 建設産業の経営革新 119百万円（前年度同額）

建設産業の経営革新に向けた経営の多角化・新分野進出などの取組の支援

○ しまね長寿の住まいリフォーム助成 175百万円（前年度同額）

既存一戸建て住宅のバリアフリー改修工事費を助成
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（２） 農林水産業振興

○ 新たな農業者の就業・定着総合対策 487百万円（＋23百万円）［補正含む］

・ＵＩターン希望者に対し、県と市町村が協力して就農条件と生活環境をパッケ

ージで提案【新規】

・就農希望者の集落派遣

・新規就農者の経営安定のため、就農給付金を支給、設備整備を支援

・夫婦両方が半農半Ｘ型就農を希望する場合、夫婦それぞれに就農給付金を支給

【新規】

・「農業女子」の経営力向上、地域定着のための研修を実施【新規】

○ 水田農業の緊急支援 91百万円【新規】［補正含む］

・「売れる米づくり」に向け、ＪＡグループ等と連携し、島根米の食味・品質の

レベルアップ、販売体制の整備や契約取引を推進

・モデル事例を参考にした試行的な取組に必要な機器整備の支援

・集落営農組織による事業拡大の支援等

・米価下落対策として経営等緊急対応資金（融資枠5億円）を延長

○ 園芸産地の構造改革 78百万円（＋6百万円）［補正］

新たな担い手を確保し産地再生を図るため、ＪＡグループ等のリースハウス団

地整備を支援

○ 有機農業の促進 62百万円（▲3百万円）［補正含む］

・有機農業を希望するＵＩターン者等の就農、作物試作、規模拡大等への支援枠

を増額

・有機農業への転換・規模拡大や販路開拓・拡大へのソフト・ハード支援
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○ 地域貢献型の集落営農の育成【再掲】

54百万円（前年度同額）［補正］

・集落営農に必要な人材の確保活動に対する支援枠を増額

・雇用の受け皿となる集落営農の法人化に対する支援枠を増額

○ 農林水産振興がんばる地域応援【一部再掲】

244百万円（＋5百万円）［補正含む］

・農林漁業者による生産や販路の拡大等に向けた主体的取組に対するソフト・ハ

ード支援

・新規就農者への支援枠を増額

○ ６次産業の推進 154百万円（▲66百万円）

・国認定基準に至らない県内での６次産業の事業モデルやステップアップの取組

に対する施設・設備整備補助、新商品開発・販路開拓支援等

○ 将来の農林水産業を支える技術開発プロジェクト 55百万円（▲1百万円）

・新たなブランド産品の創出（ブドウやメロン等の新品種開発）

・宍道湖・中海の環境対策と資源活用技術の開発

○ 農地中間管理機構を通じた農地集積 747百万円（＋62百万円）

農業構造改革と生産コスト削減のため、担い手への農地集積・集約化を促進

○ 日本型直接支払制度による農地保全管理等の推進

2,934百万円（＋1,049百万円）

農業・農村の多面的機能の維持・発揮を図るため、それを支える地域活動、農

業生産活動の継続、環境保全に効果の高い営農を支援

・多面的機能支払、環境保全型農業直接支払【国交付金が県経由に制度変更】

・中山間地域等直接支払
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○ しまね和牛振興対策 209百万円（＋23百万円）［補正含む］

・共同繁殖牛管理施設（マザーステーション）、共同子牛育成施設（キャトルス

テーション）を整備するＪＡ等を支援【新規】

・集落営農組織等へのリース繁殖牛を導入するＪＡ等を支援

○ (株)島根県食肉公社の施設改修 438百万円（▲139百万円）

ＪＡグループ等と連携し、食肉処理の高度化のための施設改修を支援

○ 木質バイオマス集荷体制支援 118百万円【新規】

未利用木材ストックのための中間土場、山土場・作業道の整備費助成、増産に

伴う人材確保を支援

○ 循環型林業の促進 114百万円（▲8百万円）［補正］

木材価格の下落、資材高騰等による産出量減に対応するため、原木の搬送経費

に対する支援の単価を引き上げ

○ 県産木材の建築利用の促進 120百万円（前年度同額）

県産木材を利用した住宅等の新築、増改築及び修繕工事費の一部を助成

○ 森林整備加速化・林業再生（一部国基金事業）

1,950百万円（▲24百万円）［補正含む］

森林作業道の整備、高性能林業機械の導入、木材加工流通施設整備等

○ ナラ枯れ・松くい虫対策 64百万円（▲21百万円）

・ナラ枯れ、松くい虫の予防と駆除の取組を支援

・築地松景観の保全について住民協定を締結している築地松所有者が行う予防・

駆除の取組に要する経費の一部を出雲市と協調して助成
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○ 浜田地域水産業強化対策 105百万円（＋51百万円）［補正］

浜田地域沖合底びき網漁業の漁船の長寿命化修繕・構造改革の取組を浜田市と

協調して支援

○ しまねの魚消費拡大の促進 9百万円(＋2百万円）

多獲性魚や低利用魚を活用した特産加工品の開発及び消費拡大の取組の支援
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（３）雇用対策

○ 新卒・若年者の就労支援 76百万円（＋42百万円）［補正含む］

・高校生・大学生等のインターンシップ参加経費（宿泊費等）助成【新規】

・ＩＴ関連技術を学ぶ大学生等のインターンシップ参加経費等の助成【新規】

・県内企業情報の効果的な提供のため、就活情報サイトの機能を強化【新規】

○ 若年者の定着支援 30百万円【新規】［補正含む］

若年者の職場定着のため、企業への専門家派遣や研修の実施

○ 中高齢者の就職相談、紹介窓口の設置 17百万円【新規】［補正］

就職希望者と企業ニーズのマッチング事業の相談対象をすべての年齢層に拡大

○ 障がい者の雇用促進 89百万円（前年度同額）

・特例子会社等の設立支援、障がい者の雇用に関する啓発を実施

・高等技術校及び企業等への委託により職業訓練を実施

○ 特別支援学校生徒の就労支援 50百万円（＋19百万円）

・障がい者就労支援のためのチームを設置し、一般就労を促進

・県内全ての知的障がい特別支援学校に進路指導代替講師を配置
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（４） 歴史・文化を活かした地域活性化

○ 石見銀山世界遺産の情報発信、調査・保存 160百万円（＋28百万円）

・調査・研究により明らかにされた遺跡の価値を情報発信

・遺跡を適切に保存管理・活用するための整備を実施

○ 島根の歴史文化の活用の推進 66百万円（＋4百万円）

・県内及び首都圏での連続講座、県外シンポジウムの開催

・「古代歴史文化賞」による優れた書籍の表彰

・古代歴史文化にゆかりの深い１４県が連携して共同調査研究を実施【新規】

・古代歴史文化をテーマとした情報発信、観光誘客の促進

○ 芸術文化センター10周年記念事業 108百万円【新規】

・石見美術館企画展（森英恵展、澄川喜一展、石見に縁の深い仏像展等）

・指定管理者（（公財）しまね文化振興財団）が実施するホール事業（県民で創

る「第九」コンサート、歌劇公演、歌舞伎公演等）

（５） 分散型エネルギーの推進

○ 再生可能エネルギー利活用の推進【一部再掲】 772百万円（＋384百万円）

・地域活性化に資する再生エネ設備導入の初期経費を助成

・熱利用設備等の導入費の一部を助成【新規】

・木質バイオマス用未利用木材の集積施設整備、増産に伴う人材確保【新規】

・温浴施設等木質バイオマスボイラー等の導入に係る経費を助成

・住宅用太陽光発電設備等の導入費の一部助成

・公共施設等への太陽光発電設備等の導入費を助成（国基金事業）

・農業水利施設を利用した小水力発電設備等導入の一部を支援
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２ 島根への新しい人の流れをつくる

（１） 定住・ＵＩターン対策

○ 定住の推進 675百万円（＋135百万円）［補正含む］

・ＵＩターン希望者向けの無料職業紹介システムの機能強化【新規】

・市町村の定住支援員配置や雇用創出に向けた体制整備等を支援するための交付

金の創設【新規】

・地域の特色を活かして雇用創出、人材不足分野への人材供給等に取り組む市町

村への補助【新規】

・県外のＩＴ、土木・建築、介護業界等での有職者がＵＩターンに向けて県内企

業で一定期間インターンシップを行う場合の滞在費等助成【新規】

・市町村と協調して新卒者の地元就職を促進する企業の取組を支援【制度創設】

・市町村によるＵＩターン者向けの空き家改修費に対する助成枠を増額

○ 新たな農業者の就業・定着総合対策【再掲】

487百万円（＋23百万円）［補正含む］

・ＵＩターン希望者に対し、県と市町村が協力して就農条件と生活環境をパッケ

ージで提案【新規】

・就農希望者の集落派遣

・新規就農者の経営安定のため、就農給付金を支給、設備整備を支援

・夫婦両方が半農半Ｘ型就農を希望する場合、夫婦それぞれに就農給付金を支給

【新規】

・「農業女子」の経営力向上、地域定着のための研修を実施【新規】

○ 有機農業の促進【再掲】 62百万円（▲3百万円）［補正含む］

・有機農業を希望するＵＩターン者等の就農、作物試作、規模拡大等への支援枠

を増額

・有機農業への転換・規模拡大や販路開拓・拡大へのソフト・ハード支援
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○ 離島・中山間地域の高校魅力化・活性化 32百万円（▲5百万円）

離島・中山間地域の高校と町村が連携して実施する高校の魅力化・活性化の取

組の支援

（２） 企業の誘致

○ ソフト系ＩＴ産業の企業誘致【再掲】 194百万円（＋56百万円）

・新規立地に係るオフィス賃料、航空機利用費や人材確保・育成費等を助成

・県外ＩＴ技術者の誘致及び開業支援【新規】

○ 企業立地助成制度【再掲】 2,467百万円（＋207百万円）

・県外からの企業誘致や県内既存工場等の設備投資・雇用創出を助成

・中山間地域での雇用維持のため、市町村と協調して企業の設備投資を助成

【新規】

○ 出雲空港の名古屋線の新規開設支援【再掲】 10百万円【新規】［補正］

県民・県内企業活動の利便性確保のため出雲－名古屋線の新規開設を支援
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３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

（１） 出産・子育て対策

○ 少子化対策の推進 150百万円（＋4百万円）［補正］

市町村向け県交付金（メニュー方式）による支援

（国補助未満の小規模保育、一時保育、地域子育て支援センターの設置等）

○ 保育所等の整備の推進 971百万円（＋208百万円）

保育所創設・改築・修繕、放課後児童クラブ施設の拡張や改築の支援

○ 保育士の確保・定着支援 132百万円（＋1百万円）

・保育士養成施設の学生等を対象とした就職説明会、県外ガイダンスの実施

・保育士養成施設入学者への修学資金

・保育所や認定こども園等勤務者の資格取得支援（幼稚園教諭免許、保育士資格）

○ 子ども・子育て支援新制度 3,776百万円（＋17百万円）

・私立保育所、小規模保育等運営経費の県負担を市町村に給付

・一時預かり、放課後児童クラブ運営等経費の県負担を市町村に給付
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（２） 未婚・晩婚化対策

○ 結婚対策の強化 74百万円（＋59百万円）

・はっぴぃこーでぃねーたー（はぴこ）の増員と活動支援の充実

・結婚支援センター（仮称）の設置【新規】

・市町村向け県交付金（メニュー方式）による出会いの場創出等の支援

・結婚応援企業の登録、企業内「はぴこ」の登録・養成、交流活動支援【新規】

・若年層（小学生～大学生）への結婚、妊娠、出産、子育て等の啓発の充実

○ 地域少子化対策強化交付金 240百万円［補正］

・地域の実情に応じた結婚、妊娠、出産、子育ての「切れ目のない支援」の取組

（３） 仕事と家庭の両立支援

○ 女性の活躍・仕事と家庭の両立支援 11百万円（＋8百万円）

・女性が活躍する環境を整えるため、県の推進計画を策定【新規】

・働く女性対象のセミナーや女性リーダー養成研修、県民フォーラム等【新規】

・仕事と家庭の両立支援に前向きに取り組む企業を認定し、表彰・ＰＲ

・イクメン（男性の育児参加）、イクボス（職場の理解・支援）の養成【新規】
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４ 時代に合った地域をつくる

（１） 県内各地の生活圏・経済圏の形成

○ 中山間地域等の活性化の推進【一部再掲】

258百万円（＋43百万円）［補正含む］

・過疎対策事業債(ソフト分)を活用して公民館単位で地域運営の仕組みづくりに

取り組む市町村の実負担に対する助成

・小中学生の隠岐体験学習【新規】

・廃校等を活用した診療所、保育所、商店などの生活機能の集約等の取組の

支援【新規】

○ 小中高校生のキャリア教育の推進 57百万円（＋1百万円）［補正含む］

・高校生の企業見学やセミナーの開催

・学校と地域、企業が連携した課題研究

・高校と小中学校が連携したキャリア教育のモデル的取組の支援

○ 萩・石見空港の航空路線維持【再掲】 103百万円（＋33百万円）［補正含む］

東京線の２便体制継続のため、地元市町や協議会と連携した利用促進

（２） ふるさとづくりの推進

○ 宍道湖・中海の湖沼環境保全・再生 39百万円（▲3百万円）

・宍道湖・中海ラムサール条約登録10周年記念事業（記念シンポジウム、全国の

子どもたちとの交流事業等）【新規】

・アオコのデータ収集、調査分析及び回収装置による実証実験の実施等
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○ 石見銀山世界遺産の情報発信、調査・保存【再掲】160百万円（＋28百万円）

・調査・研究により明らかにされた遺跡の価値を情報発信

・遺跡を適切に保存管理・活用するための整備を実施

○ 島根の歴史文化の活用の推進【再掲】 66百万円（＋4百万円）

・県内及び首都圏での連続講座、県外シンポジウムの開催

・「古代歴史文化賞」による優れた書籍の表彰

・古代歴史文化にゆかりの深い１４県が連携して共同調査研究を実施【新規】

・古代歴史文化をテーマとした情報発信、観光誘客の促進

○ 隠岐世界ジオパークの活用の推進【再掲】

50百万円（＋35百万円）［補正含む］

・ジオパーク推進協議会への支援（ガイド養成・広報・ＰＲ等の特別対策）

・県民向け広報の強化

・小中学生の隠岐体験学習【新規】
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Ⅱ 安全・安心な県土づくり

１ 学校、警察等のインフラ整備

○ 県立学校の計画的大規模修繕 814百万円（+219百万円）

老朽化が進行する学校施設の計画的な大規模修繕等により、施設の長寿命化、

安全・安心な教育環境を維持・確保

○ 江津家畜保健衛生所の移転改築 81百万円（+7百万円）

江津家畜保健衛生所の移転改築のため、建築工事を実施（H28移転予定）

○ 浜田警察署の移転改築 2,716百万円（+2,448百万円）

浜田警察署の移転改築のため、建築工事を実施（H27移転予定）

○ 交番・駐在所の整備 367百万円（＋5百万円）

老朽化した交番・駐在所の建替工事等を実施

○ 県有施設の計画的修繕 1,543百万円【新規】

県有施設の長寿命化を図りながら、施設修繕を平準化するため維持保全計画

を策定し計画的な修繕を実施

○ 島根県民会館の改修 71百万円（＋25百万円）

・躯体の補強、大ホール・中ホールの吊り天井の張替等の耐震工事を実施

・耐震工事に併せ、エレベータ設置、大ホール車椅子席の増設、トイレの増設等
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２ 震災・原子力防災対策

○ 震災風水害等の自然災害対策 34百万円（前年度同額）

・防災備蓄物資の更新・補充

・総合防災訓練の実施、地域防災人材育成研修の実施

・中国５県共同防災訓練の実施

・三瓶山情報共有のための連絡会議、講演会の開催【新規】

○ 原子力防災・安全対策 1,922百万円（▲1,513百万円）［補正含む］

・島根原発の近隣に位置する防災拠点施設等の放射線防護機能を整備

・放射線防護機能整備を実施した施設の屋内退避のための備蓄物資を整備

・簡易型モニタリングポストの整備、防護服など資機材の整備

・2県6市による防災訓練

・原子力発電所立地及び周辺自治体への交付金【新規】

○ 木造住宅の耐震改修の支援 10百万円（前年度同額）

国の新耐震基準導入（S56年）以前に建築された木造住宅について、耐震の補

強設計や改修等を支援

○ 緊急輸送道路沿いの特定建築物に対する耐震診断の促進

13百万円（＋4百万円）

地震災害時に人命救助活動等に必要な物資、要員等の広域的な緊急輸送を行う

道路を閉塞させる恐れのある建築物の耐震診断費の一部を助成
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○ 要緊急安全確認建築物に対する耐震改修の支援 302百万円（＋291百万円）

地震災害時に特に安全性が求められる、不特定多数の者が利用する大規模な建

築物の耐震改修を促進

・耐震診断費の一部を助成

・耐震改修費の一部を助成【新規】

○ 社会福祉施設の耐震改修等の支援（一部国基金事業）

727百万円（▲670百万円）

・新耐震基準以前に建築された社会福祉施設の耐震補強工事や改修等を支援

・消防法令上設置義務がない小規模な入所施設等も含め、スプリンクラー整備を

支援

○ 県立学校の耐震改修 141百万円（▲44百万円）

県立学校の耐震改修工事（校舎・屋体等）を実施

○ 県庁舎等の耐震改修 643百万円（▲469百万円）

島根県建築物耐震改修促進計画に基づき、震災時における災害対策の中枢機能

の確保等を図るため、県庁舎等の耐震改修を実施

（第2分庁舎、警察本部庁舎、保健環境科学研究所）

○ 県庁舎等の非常用発電機等の整備 224百万円（▲100百万円）

災害時においても災害対策等の中枢施設として行政活動等を維持するため、非

常用発電機及び耐震型貯水槽等を整備（非常用発電機1施設、貯水槽5施設）
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３ 廃棄物処理対策

○ 産業廃棄物の減量化等の促進 268百万円（▲44百万円）

・民間施設整備への支援（複合的処理施設の補助限度額引き上げ【制度拡充】）

・「しまねグリーン製品」の公共調達や民間の販路開拓への支援充実

・不法投棄防止対策、適正処理指導体制の強化

・企業等での研修、学校における産業廃棄物に関する環境教育の推進

４ その他防災への備え

○ 防災行政無線の整備 1,524百万円（▲1,680百万円）

県防災行政無線の衛星系・端末系設備の老朽化に伴う更新を市町村及び消防本

部と合わせて実施

○ 農業施設等の風雪害等への備え 300百万円（前年度同額）

風雪害等に備えた農業生産施設等の復旧費に対する助成枠を計上

○ 高病原性鳥インフルエンザ等の家畜伝染病への備え

200百万円（前年度同額）

家畜伝染病発生に備えた初動対応経費や家畜補償経費を計上

○ 県産肉用牛の全頭検査 56百万円（▲8百万円）

福島第一原子力発電所事故に伴う肉用牛の安全確認のための放射性物質検査

を継続
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Ⅲ 安定した生活を支える公共サービスの充実

１ 地域医療・福祉体制の確保

○ 地域医療再生計画（国基金関連事業）

1,751百万円（＋331百万円）［補正含む］

・しまね地域医療支援センターにおける若手医師の臨床研修の充実

・医学生向け奨学金や研修医向け研修資金

・看護学生向け修学資金、看護職員の離職防止の研修

・まめネット整備、ドクターヘリの運航

・医療機関への設備整備費補助

○ 医師・看護職員の確保対策 957百万円（＋65百万円）

・研修医の教育環境向上、受入体制整備支援

・看護師等養成所運営費補助、認定看護師教育機関の開設準備

・医療施設間における期間限定での助産師出向・受入の支援【新規】

・院内保育所運営費補助

・勤務環境改善支援センター設置

○ 介護サービスの充実・強化（介護人材の確保等）

239百万円（＋8百万円）［補正含む］

・介護福祉士等養成施設の学生等への修学資金、介護職員等の資格取得支援

・県内外の介護福祉士養成施設の学生向けに、離島・中山間地域での就業体験の

場を提供【新規】

・潜在的看護師の訪問看護ステーションへの就業支援

・介護職員、ケアマネジャー等の研修実施

・認知症疾患医療センターの設置、介護指導者養成研修等
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○ 地域包括ケアの推進（医療と介護の連携強化、介護予防の推進、市町村支援）

391百万円（＋22百万円）

・潜在的看護師の訪問看護ステーションへの就業支援【再掲】

・訪問看護師、介護職員の研修等

・条件不利地域での訪問診療・訪問看護の確保のための支援【制度創設】

・がん緩和ケア、歯科、薬科等の連携による在宅医療の推進

・市町村の取組への支援（地域支援事業交付金、メニュー型交付金等）

○ 地域包括ケア推進のための施設・設備整備の支援

1,241百万円（＋9百万円）

・介護施設、訪問看護ステーション等の整備支援

・訪問看護ステーションのサテライト（支所）設置の支援【制度創設】

・療養病床の介護施設への転換支援

・まめネット整備（在宅医療への拡大）【再掲】

○ 障がい者の自立に向けた特別支援 693百万円（＋46百万円）

・グループホームの整備

・生活支援・就労支援のための生活支援員・雇用促進支援員の配置、工賃向上に

向けた地域連携コーディネーター等の配置

・様々な障がい特性に応じた人的支援、相談体制、提供サービスの充実（強度行

動障がい、発達障がい、高次脳機能障がい、重症心身障がい児・者等）
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２ 教育の充実

○ 小中学校におけるきめ細かな教育指導の充実 810百万円（＋166百万円）

・小学校1年・2年生の児童数が31人以上の学校について、学校の実態等を踏まえ

30人学級編制又はスクールサポート事業（非常勤講師配置）を実施

・小学校3年から中学校3年の35人学級編制をH26～H28の3か年で計画的に実施す

るため、教員を配置

H26実績 51人(小3.4、中1) → H27計画 94人(小3～5、中1.2)

H28計画 129人(小3～6、中1～3)

○ 小中学校における児童生徒へのサポート体制の充実

412百万円（＋2百万円）

・不登校や問題行動が急増する中学1年生を対象に、学習面・生活指導面からき

め細かい支援を行うため、非常勤講師を配置（36人）

・通常の学級にＬＤ（学習障がい）、ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障がい）など特

別な支援を要する児童が在籍する小学校を対象に、非常勤講師を配置（100人）

・小中学校の特別支援学級において従来にも増してきめ細かな支援を行うため、

多人数の学級に非常勤講師を配置（10人）

・自学教室等を設置して個別に指導を行う必要のある中学校に非常勤講師を配置

（30人）

○ 離島・中山間地域の高校魅力化・活性化【再掲】 32百万円（▲5百万円）

離島・中山間地域の高校と町村が連携して実施する高校の魅力化・活性化の取

組の支援
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○ 小中高校生のキャリア教育の推進【再掲】

57百万円（＋1百万円）［補正含む］

・高校生の企業見学やセミナーの開催

・学校と地域、企業が連携した課題研究

・高校と小中学校が連携したキャリア教育のモデル的取組の支援

○ 悩みの相談・不登校対策 258百万円（＋4百万円）

・いじめ等の未然防止や早期発見のためのアンケート調査の実施

・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等による相談体制を強化

○ 特別支援学校の校舎等の整備 1,486百万円（＋233百万円）

児童・生徒の急増への対応や、中山間地域での教育機会の確保のための校舎整

備等（松江養護学校、出雲養護学校、出雲養護学校雲南分教室、浜田養護学校）

○ 学校における読書活動の推進 233百万円（＋17百万円）

・小中学校の学校司書等の配置の充実に取り組む市町村に対する支援を充実

・県立高校、特別支援学校への学校司書配置や図書整備等

○ 学校部活動におけるふるさと人材の活用 35百万円（＋1百万円）

・専門的な指導者がいない中学校・高校に地域の指導者を派遣

・ハイレベルの学校部活動に専門的な指導者を派遣
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○ スポーツ競技力の向上対策 186百万円（＋51百万円）

・国体選手強化のため候補選手の県外遠征、招請合宿等を実施

・東京オリンピックに向けたオリンピック女子競技種目の育成、強化

・島根県内の学校からオリンピックや世界選手権などの国際大会で活躍できる選

手の育成、強化【新規】

・競技団体が行う競技力向上の取組への支援を強化

・H28インターハイに向けた選手強化や練習環境整備等を実施

○ 私立学校における教育活動の充実支援 1,491百万円（＋56百万円）

・私立学校の振興費補助金の生徒一人当たり県補助単価を充実

３ 地域交通の確保

○ バス路線、一畑電車の運行維持 610百万円（▲56百万円）

・地域バス路線の運行経費等の助成

・一畑電車の線路、車両等の鉄道基盤や安全性向上設備の計画的整備に対する支

援

○ 隠岐航路の運航維持 133百万円（＋25百万円）

隠岐航路の船舶導入や運航に要した経費の助成
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